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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 10,270 △10.7 156 △86.4 200 △84.9 120 △86.7

2019年3月期第1四半期 11,502 13.0 1,145 184.5 1,326 116.9 902 108.0

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　245百万円 （△56.5％） 2019年3月期第1四半期　　565百万円 （18.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 3.76 3.74

2019年3月期第1四半期 28.32 28.09

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第1四半期 50,992 36,183 70.8 1,129.51

2019年3月期 50,481 36,280 71.7 1,133.61

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 36,091百万円 2019年3月期 36,185百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 8.00 ― 11.00 19.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 9.00 ― 11.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年3月期の連結業績予想（2019年4月1日～2020年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,900 △10.6 450 △79.0 490 △78.8 340 △75.6 10.64

通期 45,500 △0.7 2,600 △23.2 2,500 △29.7 1,900 △17.9 59.52

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　連結業績予想の修正につきましては、本日（2019年8月7日）公表いたしました「第2四半期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 34,057,923 株 2019年3月期 34,057,923 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 2,105,113 株 2019年3月期 2,137,109 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 31,929,705 株 2019年3月期1Q 31,874,168 株

（注）自己株式数には業績連動型株式報酬制度に係る信託口に残存する当社株式が含まれております。

　　　（自己株式数　2020年3月期第１四半期　437,760株　　　2019年3月期　462,760株）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の世界経済は、長引く米中貿易摩擦や英国の欧州連合離脱問題等の影響により減速傾

向が顕著となりました。米国では雇用環境や消費は堅調に推移したものの、企業収益は成長セクターのＩＴ分野が

鈍化し、設備投資も低調になり不確実性が増しました。中国は貿易摩擦の長期化で輸出に依存する外資系製造業の

不振が鮮明となり、生産・投資が落ち込み、内需も低下しました。欧州経済は政情不安も加わり、新規受注減少や

在庫増加に繋がるなどの影響を受けましたが、財政刺激策が消費拡大を促しました。 

 また、日本では中国経済減速に伴い、アジア向け輸出が大幅に減少し、消費マインドも徐々に低下しました。 

 当社グループの主な事業領域である自動車分野でも購買意欲は減退し、最大市場の中国では政府の需要喚起策の

効果も限定的で大幅な販売台数減少が続き、欧米も低調に推移し、日本市場も勢いを欠く販売状況となりました。 

 また、業績インパクトが大きい電子情報通信分野では、景気の減速懸念から大手ＩＴ企業のデータセンター向け

投資の縮小が世界各拠点で続きました。 

 当社グループの業績もこのような外部環境の影響を強く受け、自動車分野では特に中国向け製品販売が落ち込

み、欧州向けの弁ばね用鋼材も新燃費基準導入等に伴う自動車販売低迷により輸出が振るいませんでした。また、

電子情報通信分野でも市場環境が回復せずＨＤＤ用サスペンションの販売は低水準で推移しました。その結果、売

上高は102億70百万円（前年同四半期比10.7％減）となりました。 

 利益面では、一部の子会社では前年を上回ったものの、減収の影響に加え、新規製品の量産開始遅延による先行

コストの発生やＨＤＤ用サスペンションの次期モデル開発コストの増加等が利益を押し下げ、営業利益は１億56百

万円（同86.4％減）となりました。経常利益は受取配当金等により２億円（同84.9％減）となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は１億20百万円（同86.7％減）となりました。 

 

《セグメントの業績》

[日本]

 自動車分野では、シートベルト用部品やＨＶ関連部品などの販売は増加したものの、中国市場の低迷によりミッ

ション用部品などの主力製品が減少し、弁ばね用鋼材も欧州市場の鈍化等により大きく落ち込みました。また電子

情報通信分野ではニアライン用ＨＤＤ需要の停滞から売上高は前年を下回りました。 

 結果として、セグメント売上高は67億35百万円（前年同四半期比15.2％減）、減収や新規製品立ち上げコストの

影響等によりセグメント利益は１億92百万円（同78.6％減）となりました。 

 

[北米]

 メキシコ子会社では弁ばね用鋼材及び自動車関連製品の販売が順調に推移しました。また、米国子会社ではミッ

ション用部品は減少したものの、エンジン用部品は前年を上回ったほか、通信関連の売上も回復基調となりまし

た。その結果、セグメント売上高は17億79百万円（前年同四半期比11.7％増）となりました。 

 利益面では、関税増加の影響や生産性の低下により原価高が顕著となったことなどにより、７百万円のセグメン

ト損失（前年同四半期は37百万円のセグメント利益）となりました。 

 

[アジア]

 ベトナム子会社のプリンター関連は前年を上回って推移しましたが、景気減速や一部子会社の工場移転準備コス

トの増加などもあり、自動車分野及び電子情報通信分野の売上高・利益ともに前年を下回りました。結果として、

アジアセグメントの売上高は21億94百万円（前年同四半期比11.8％減）、セグメント利益は２億８百万円（同

46.7％減）となりました。 
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《製品区分別の売上業績》

製品区分の名称 

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間  

自 2018年４月１日 自 2019年４月１日 増  減 

至 2018年６月30日 至 2019年６月30日    

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 前期比 

    百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

自動車分野 8,011 69.7 7,481 72.9 △529 △6.6

  材料関連製品 1,353 11.8 1,184 11.5 △168 △12.4

  自動車関連製品 6,657 57.9 6,296 61.4 △361 △5.4

電子情報通信分野 3,316 28.8 2,591 25.2 △724 △21.8

  ＨＤＤ用サスペンション 2,147 18.7 1,532 14.9 △614 △28.6

  プリンター関連 908 7.9 839 8.2 △68 △7.6

  通信関連 260 2.3 220 2.1 △40 △15.6

その他製品 175 1.5 196 1.9 21 12.1

 合 計 11,502 100.0 10,270 100.0 △1,232 △10.7

 

（自動車分野） 

[材料関連製品] 

 材料関連製品の販売は、メキシコ子会社での弁ばね用鋼材は前年を上回ったものの、日本からの欧州向け輸出で

は新燃費基準導入等に伴う自動車市場の低迷の影響を受けたほか、精密異形材でも伸び悩みました。その結果、売

上高は11億84百万円（前年同四半期比12.4％減）となりました。 

 

[自動車関連製品]

 自動車関連製品は、世界の自動車市場が低調に推移するなか、シートベルト用部品などの一部製品は前年に比べ

増収となりましたが、特に中国向けエンジン用・ミッション用部品の下げ幅が大きく、日本・アジア拠点での販売

が減少しました。その結果、売上高は62億96百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。 

 

（電子情報通信分野）

[ＨＤＤ用サスペンション] 

 ＨＤＤ用サスペンションは、前年末以降の世界的な経済減速に伴う大手ＩＴ企業のデータセンター投資の縮小等

によりＨＤＤニーズは停滞を続け、売上高は15億32百万円（前年同四半期比28.6％減）となりました。 

 

[プリンター関連]

 プリンター関連は、ベトナム子会社で生産するＴＵＢＥシャフトが順調に推移しましたが、中国向けの樹脂コー

トＴＵＢＥシャフトや事務機器用シャフト等の需要が減少し、売上高は８億39百万円（前年同四半期比7.6％減）

となりました。 

 

[通信関連] 

 通信関連の販売は、中国子会社では低迷したものの、北米子会社では拡販効果などにより前年度からの回復基調

が継続した結果、売上高は２億20百万円（前年同四半期比15.6％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

[資産]

 総資産は509億92百万円（前連結会計年度末比５億10百万円増）となりました。これは主に、配当金の支払いや

借入れの返済等により現金及び預金が７億94百万円、受取手形及び売掛金が３億２百万円減少した一方、設備投資

やIFRS第16号「リース」の適用等により有形固定資産が14億90百万円増加したことによります。 

 

[負債]

 負債は148億８百万円（前連結会計年度末比６億７百万円増）となりました。これは主に、納税などにより未払

法人税等が２億50百万円、外部借入れの返済等により1年以内返済予定の長期借入金が２億52百万円減少した一

方、短期借入金が１億44百万円、流動負債その他の設備投資に係る未払金が２億39百万円、IFRS第16号「リース」

の適用等により固定負債その他に含まれるリース債務が５億75百万円増加したことによります。 

 

[純資産] 

 純資産は361億83百万円（前連結会計年度末比96百万円減）となりました。これは主に、前期末からの為替変動

により為替換算調整勘定が１億26百万円、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益により１億20百万円増

加したものの、配当により３億56百万円減少したことによります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第１四半期の当社業績は、世界経済減速の中、販売減少と新製品立ち上げコスト増加等により利益が大きく落

ち込んでいるため、連結業績予想につきましては、2019年５月15日に公表いたしました第２四半期の業績予想を修

正いたしました。

 詳細につきましては、本日（2019年８月７日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご確認ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,861 11,067 

受取手形及び売掛金 9,472 9,170 

商品及び製品 1,727 1,729 

仕掛品 1,981 2,031 

原材料及び貯蔵品 1,858 2,048 

その他 550 453 

流動資産合計 27,452 26,501 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,909 4,959 

機械装置及び運搬具（純額） 7,480 7,291 

その他（純額） 4,183 5,812 

有形固定資産合計 16,573 18,064 

無形固定資産 464 471 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,697 4,665 

その他 1,294 1,289 

投資その他の資産合計 5,991 5,955 

固定資産合計 23,029 24,490 

資産合計 50,481 50,992 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,323 5,370 

短期借入金 － 144 

1年内返済予定の長期借入金 692 440 

未払法人税等 394 144 

役員賞与引当金 － 6 

賞与引当金 439 330 

その他 3,845 4,377 

流動負債合計 10,694 10,813 

固定負債    

長期借入金 1,864 1,848 

退職給付に係る負債 908 920 

株式給付引当金 56 118 

その他 677 1,106 

固定負債合計 3,506 3,994 

負債合計 14,201 14,808 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,808 4,808 

資本剰余金 2,827 2,826 

利益剰余金 27,092 26,856 

自己株式 △903 △886 

株主資本合計 33,824 33,604 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,475 2,477 

為替換算調整勘定 △336 △209 

退職給付に係る調整累計額 222 219 

その他の包括利益累計額合計 2,361 2,486 

新株予約権 94 92 

純資産合計 36,280 36,183 

負債純資産合計 50,481 50,992 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 11,502 10,270 

売上原価 9,120 8,775 

売上総利益 2,382 1,494 

販売費及び一般管理費    

運送費及び保管費 200 175 

報酬及び給料手当 315 333 

役員賞与引当金繰入額 6 6 

賞与引当金繰入額 41 39 

退職給付費用 19 23 

その他 654 760 

販売費及び一般管理費合計 1,236 1,338 

営業利益 1,145 156 

営業外収益    

受取配当金 74 83 

物品売却益 27 25 

持分法による投資利益 0 － 

為替差益 89 － 

その他 25 11 

営業外収益合計 218 121 

営業外費用    

支払利息 29 37 

持分法による投資損失 － 16 

為替差損 － 17 

その他 7 4 

営業外費用合計 37 76 

経常利益 1,326 200 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 22 

その他 0 1 

特別利益合計 0 23 

特別損失    

固定資産売却損 2 0 

固定資産廃棄損 8 1 

在外子会社特別退職金 20 － 

特別損失合計 31 1 

税金等調整前四半期純利益 1,295 223 

法人税、住民税及び事業税 299 157 

法人税等調整額 93 △54 

法人税等合計 393 103 

四半期純利益 902 120 

親会社株主に帰属する四半期純利益 902 120 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

四半期純利益 902 120 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △69 1 

繰延ヘッジ損益 0 － 

為替換算調整勘定 △265 123 

退職給付に係る調整額 △3 △2 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 3 

その他の包括利益合計 △337 125 

四半期包括利益 565 245 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 565 245 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用） 

国際財務報告基準を適用する在外子会社において、IFRS第16号「リース」を当第１四半期連結会計期間の期首よ

り適用しております。当該会計基準の適用が連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  日本 北米 アジア 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 7,537 1,593 2,371 11,502 － 11,502 

セグメント間の内部売上高又は 

振替高 
404 0 115 520 △520 － 

計 7,942 1,593 2,487 12,023 △520 11,502 

セグメント利益 899 37 391 1,328 △183 1,145 

    (注)１ セグメント利益の調整額△183百万円には、セグメント間取引消去10百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△193百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の業務管理部門等にか

かる費用であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  日本 北米 アジア 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 6,410 1,778 2,081 10,270 － 10,270 

セグメント間の内部売上高又は 

振替高 
324 0 112 438 △438 － 

計 6,735 1,779 2,194 10,708 △438 10,270 

セグメント利益又は損失（△） 192 △7 208 393 △237 156 

    (注)１ セグメント利益又は損失の調整額△237百万円には、セグメント間取引消去６百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△244百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の業務管理部

門等にかかる費用であります。

     ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．海外売上高

前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

  米国 中国 フィリピン その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,097 1,228 2,140 2,161 6,627

Ⅱ 連結売上高（百万円）   11,502

Ⅲ 連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
9.5 10.7 18.6 18.8 57.6

 

当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日） 

  米国 中国 フィリピン その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,135 855 1,556 2,119 5,666

Ⅱ 連結売上高（百万円）   10,270

Ⅲ 連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
11.1 8.3 15.2 20.6 55.2

（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）米国………………米国

（2）中国………………中国 

（3）フィリピン………フィリピン 

（4）その他の地域……韓国、タイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、インド、

シンガポール、ブラジル、メキシコ、ドイツ、スイス

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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